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企画展のご案内
６月30日（土）～８月５日（日）
（月曜休館・祝日の場合は翌日休館・入館無料）

尾 花  成 春  展

9

　『形なきものの形を見  声なきものの声を聞く』

　老子のこの言葉を得て永い間模索し続けていた

存
・ ・

在への認識を絵画として表現したいと思う願望

に一縷の光が見えた。

　大分県津江村の人里離れた渓谷を探索していた

或る日拾い上げた埋
・ ・ ・

れ木を手にしたとき、この

埋
・ ・ ・

れ木を媒介として無なるものの世界を描けばよ

いという具体的な表現の手がかりを掴んで、今回

の個展の作品となりました。

　まだやっと入口を見つけたという段階ですが、

個展会場の壁面に掛けた自分の作品とじっくり対

峙することにより、これからどう進めていくかを

考えてみたい、環境の素晴しい久我記念美術館は

私にとってそうした思考の場として最高です。こ

こでの個展は三回目ですが、こうした場を提供し

て下ださっている町に対し心から感謝しています。

うきは市吉井町在住　尾 花 成 春

個展に寄せて

の
あ
る
平
ら
な
土
地
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
部
分
が
「
曲く

る
わ輪

」
と
よ

ば
れ
る
平
坦
面
で
す
。

　

こ
の
「
曲
輪
」
は
守
備
側
の
兵

が
立
て
籠
も
っ
た
場
所
で
、
広
け

れ
ば
広
い
ほ
ど
沢
山
の
兵
が
入

り
ま
す
。
曲
輪
の
周
囲
は
削
っ

た
土
を
土
塁
と
し
て
高
く
盛
り

上
げ
た
り
、
柵
を
設
け
る
例
が

あ
り
ま
す
。
高
鳥
居
城
に
は
こ

の
よ
う
な
曲
輪
が
５
つ
あ
り
ま

す
。
山
頂
の
平
坦
部
を
造
成
し

て
い
る
た
め
、
大
人
数
は
収
容

で
き
ま
せ
ん
。
多
く
て
数
百
人

で
し
ょ
う
か
。
近
世
城
郭
（
福

岡
城
）
と
比
較
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

曲
輪
の
入
口
（
虎
口
）
は
狭

く
、
守
り
や
す
く
攻
め
に
く
い

構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。（

啓
）

　

前
回
は
中
世
山
城
の
話
で
し

た
。
今
回
か
ら
は
い
よ
い
よ
高
鳥

居
城
に
設
け
ら
れ
た
様
々
な
防
御

施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

　

岳
城
の
登
山
道
を
登
る
と
、
頂

上
部
に
展
望
台
と
テ
レ
ビ
電
波
塔

高
鳥
居
城
の
作
り

高鳥居城の曲輪（岳城山の展望台・テレビ塔のある平地）

　須恵町では、情報公開条例を制定してます。これは、公正で開かれた町
政の推進、町民の町政への参加を促進することなどを目的としています。
　この制度の、平成 18 年度中の運用状況をお知らせします。

実施機関 請求
件数

決　　定　　内　　訳
公　開 一部公開 非公開 不存在 取下げ

町　長

住　民　課 ２ １ １

福　祉　課

税　務　課

出　納　課

保健環境課 ２ ２

建設産業課

企　画　課 ６ ２ ４

総　務　課 １ １

教 育 委 員 会 ２ １ １

選 挙 管 理 委 員 会

監 査 委 員

農 業 委 員 会

固定資産評価審査委員会

水 道 事 業 管 理 者

議 会

合　　　計 13 ４ ９

　

本
町
の
行
政
相
談
委
員
に
、
小
林
正
利
氏
（
上
須

恵
区
）
が
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
社
会
的
な
人
望
が
あ
り
、
行

政
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
理
解
と
熱
意
を
有
す
る
人

の
中
か
ら
総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。
地
域

で
の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政
の
仕
組
み
や
手
続

き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言

や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
の
仕
事
を
無
報
酬

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

・
行
政
相
談
委
員

　

小
林
正
利
氏　

☎
９
３
２
・
３
７
５
９

・
役
場
総
務
課　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１

尾花  成春  展
ギャラリートーク

●日　時　　７月７日（土）14：00 ～
　　　　　　受付 13：30　先着 50 人
●場　所　　久我記念館 1階展示室

大分県津江村にて


